
●

●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

狭狭山山のの企企業業�エネルギッシュ

情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
よ
う
研
究
し
な
が
ら

ベ
テ
ラ
ン
と
若
者
が
調
和
し
て
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
ま
す

当
社
は
、昭
和
６０
年
に
設
立
し
、ア
ル
ミ

な
ど
の
金
属
を
加
工
し
て
光
学
用
の
精
密

機
器
、半
導
体
・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
関
連
の
製

造
設
備
の
部
品
や
、皆
さ
ん
の
身
近
な
と

こ
ろ
で
は
、プ
ラ
ズ
マ
・
液
晶
テ
レ
ビ
の
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
の
製
造
設
備
の
部
品
を
製
造

し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
こ
れ
か
ら
伸
び

て
い
く
最
先
端
技
術
を
支
え
る
重
要
な
部

品
と
自
負
し
て
い
ま
す
。お
客
様
が
本
当

に
必
要
と
す
る
製
品
を
創
り
上
げ
る
こ
と

も
、規
格
ど
お
り
の
部
品
を
大
量
に
生
産

す
る
こ
と
に
も
お
応
え
で
き
る
よ
う
、常

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

当
社
の
自
慢
は
従
業
員
で
、２０
代
の
若

手
か
ら
５０
代
ま
で
、家
族
の
よ
う
な
雰
囲

気
の
中
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
自
分
の
会
社
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
若
者
の
自
由
な
発
想
を
大

切
に
し
、若
い
人
が
一
生
懸
命
働
け
る
会

社
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、近
年
機
械
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、機
械
を
動
か
す
の
は
人
で
す
。ま
ず
、

自
分
た
ち
の
感
性
を
磨
き
、情
報
化
社
会

の
先
端
を
歩
む
べ
く
、日
々
情
報
収
集
し
、

研
究
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
先
端
技
術
を
支
え
る
会
社

と
し
て
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
製
品

を
作
り
、前
進
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

今
、町
は
不
況
で
す
。そ
ん
な
時
ほ

ど
、助
け
合
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。少
子
化
対
策
と
し
て
、小
学
校
低
学

年
の
子
ど
も
を
保
護
者
が
帰
宅
す
る
ま

で
一
人
に
せ
ず
、学
童
保
育
室
の
よ
う

に
自
治
会
館
な
ど
を
提
供
で
き
れ
ば
…

と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、少
な
い
時

間
で
も
他
人
と
接
す
る
方
法
を
学
ん
だ

り
、補
習
、予
習
な
ど
を
そ
こ
で
で
き
る

よ
う
に
し
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、学
校
と
連
動
し
て
、

み
ん
な
で
国
の
宝
を
見
守
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。江
戸
時
代
に
は
、親
の
い
な

い
子
ど
も
が
町
に
い
た
ら
、そ
の
町
の

全
員
で
そ
の
子
ど
も
を
育
て
る
義
務
が

あ
り
ま
し
た
。私
た
ち
の
自
治
会
で
は
、

こ
う
し
た
地
域
で
の
子
育
て
を
、実
践

を
伴
っ
た
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、自
治
会
館
を
開

放
し
、試
験
的
に
そ
れ
ら
し
い
形
を
実

施
し
て
み
る
こ
と
が
、各
地
区
で
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

記
事
提
供
新
狭
山
二
丁
目
自
治
会

私たちが力を合わせて、この
ような部品を製造しています。
有限会社粕谷機工
入間川７３５‐２ �９５８‐７４５３

●
さ
や
ま
っ
子
ラ
リ
ー

日
時
１０
月
２０
日
�
、１１
時
〜
１４
時

※

小
雨
決
行

内
容
綱
渡
り
、バ
ン
ブ
ー

ダ
ン
ス
、ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

対
象

幼
児
、小
学
生

場
所
狭
山
稲
荷
山
公

園

�
狭
山
市
ボ
ー
イ
・
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
連
合
会
・
駒
井
唯
弘
さ
ん（
費
用
は

無
料
）へ
�
９
５
８
‐
７
０
５
６

し
ゅ
ん

き

さ
い

●
駿
河
台
大
学
駿
輝
祭

日
時
１１
月
２
・
３
日
�
・
�
、１０
時
か
ら

内
容
花
火
１
５
０
発
、ケ
ツ
メ
イ
シ
の

ラ
イ
ブ
な
ど

場
所
同
大
学（
飯
能
市
）

�
同
実
行
委
員
会
へ
�
０
４
２
９
‐
７２

‐
１
１
６
９

●
第
２２
回
狭
山
市
三
曲
連
盟
定
期

演
奏
会

日
時
１０
月
２０
日
�
、１０
時
３０
分
〜
１６
時

内
容
生
田
流
・
山
田
流
・
尺
八
の
各
流
派

に
よ
る
古
典
、現
代
曲
な
ど
の
合
同
演

奏

場
所
市
民
会
館

�
同
連
盟
・
市

川
春
子
さ
ん
へ
�
９
５
３
‐
８
２
５
８

め
い
そ
う
が
ま

●
明
窓
窯
・
作
陶
展

日
時
１０
月
２５
日
�
〜
２７
日
�
、１０
時
〜

１８
時

※
２７
日
は
１５
時
ま
で

内
容
会

員
の
作
品
展
示
、電
動
ろ
く
ろ
実
演
、無

料
体
験

場
所
市
民
会
館

�
同
会
・

板
垣
秀
昭
さ
ん
へ
�
９
５
３
‐
５
８
２
０

●
看
護
力
再
開
発
講
習
会

日
時
１０
月
２１
日
�
〜
２４
日
�
、８
時
３０

分
〜
１６
時
３０
分

内
容
講
義
、臨
床
実

習
、見
学

対
象
県
内
在
住
で
、現
在
就

職
し
て
い
な
い
保
健
師
、看
護
師

定

員
５
名
程
度

費
用
５
千
円（
資
料
代

な
ど
）
持
参
品
白
衣（
貸
し
出
し
可
）、

実
習
用
靴（
白
の
運
動
靴
も
可
）
場
所

石
心
会
狭
山
病
院

�
埼
玉
県
看
護
協

会
へ
�
０
４
８
‐
８
３
３
‐
７
８
８
８

●
狭
山
市
吹
奏
楽
団
第
５
回

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
１１
月
９
日
�
、１４
時
〜
１５
時
３０
分

内
容
入
間
川
小
学
校
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
と

一
緒
に「
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
」を
演
奏

し
ま
し
ょ
う

持
参
品
上
履
き
、楽
器

（
お
持
ち
の
か
た
）
場
所
入
間
川
小
学

校

�
同
団
・
粕
谷
敏
江
さ
ん（
費
用
は

無
料
）へ
�
９
５
６
‐
５
６
２
８

そ
う

じ

ろ
う

●
宗
次
郎
オ
カ
リ
ナ
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
１１
月
２７
日
	
、１８
時
開
場

費
用

６
千
円

場
所
市
民
会
館

�
狭
山
労

音
へ
�
９
５
６
‐
６
２
２
２

●
生
命
保
険
の
見
直
し
勉
強
会

日
時
１０
月
２２
日


、１３
時
３０
分
〜
１５
時

３０
分

内
容
日
本
経
済
の
状
況
と
、家

庭
で
の
生
活
防
衛
の
た
め
の
生
命
保
険

の
見
直
し
を
考
え
る

定
員
１５
名

持

参
品
筆
記
用
具

場
所
狭
山
台
公
民
館

�
総
合
福
祉
共
済
会
・
田
淵
雅
昭
さ
ん

へ
�
９
５
７
‐
６
０
４
５
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Hello!

私
た
ち
狭
山
台
キ

ッ
カ
ー
ズ
・
女
子
は
、

今
年
で
１０
年
め
に
な

る
市
内
で
二
つ
し
か

な
い
女
子
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
の
一
つ
で
す
。

現
在
、小
学
３
〜
６

年
生
の
女
子
１１
人
が
所
属
し
、毎
週
２
回
、

土
・
日
曜
日
を
中
心
に
、狭
山
台
南
・
北
小

学
校
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。春
と
秋

の
県
大
会
に
は
毎
年
参
加
し
、合
宿
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、７
月
に
市
内
の

も
う
一
つ
の
女
子
チ
ー
ム
の
狭
山
ア
ゼ
イ

リ
ア
と
共
催
し
て
い
る
狭
山
七
夕
杯
は
９

回
め
を
迎
え
、今
年
は
関
東
か
ら
２４
チ
ー

ム（
３
７
０
人
）が
参
加
し
、技
術
レ
ベ
ル

を
上
げ
る
と
と
も
に
、サ
ッ
カ
ー
を
通
じ

て
交
流
を
図
り
ま
し
た
。１１
人
の
仲
間
は
、

上
級
生
が
下
級
生
の
面
倒
を
見
て
、姉
妹

の
よ
う
に
仲
が
良
く
、学
校
・
学
年
を
こ
え

て
、和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
、新
し
い
仲
間
を
募
集
中
で
す
。皆
さ

け

ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

仲間たち
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全
長
約
１２
�
。雄
の
夏
羽
は
頭
、背
、翼
、

尾
が
黒
色
で
、襟
首
と
脇
、上
尾
筒
、翼
の

く
ち
ば
し

斑
は
白
色
。胸
は
橙
色
で
、腹
は
白
色
、
嘴

と
足
は
黒
色
で
す
。雌
と
雄
の
冬
羽（
写
真
）

は
全
体
に
黄
褐
色
を
帯
び
て
い
ま
す
。ユ

ー
ラ
シ
ア
大
陸
中
部
・
南
部
と
ア
フ
リ
カ

東
部
・
南
部
に
繁
殖
分
布
し
て
い
ま
す
。日

本
に
は
中
国
南
部
や
ビ
ル
マ
で
越
冬
し
た

も
の
が
夏
鳥
と
し
て
渡
来
し
、本
州
の
高

原
や
北
海
道
の
平
地
で
繁
殖
し
て
い
ま
す
。

草
原
に
生
息
し
、見
通
し
の
よ
い
杭
の
上

な
ど
に
止
ま
り
、昆
虫
が
近
づ
く
と
飛
び

立
っ
て
捕
食
し
ま
す
。市
内
で
は
初
夏
に

は
茶
畑
、秋
に
は
入
間
川
の
河
川
敷
で
観

察
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎週楽しく活動しています。皆さんも
仲間に入りませんか。
●問い合わせ
篠塚範子さんへ�９５８‐９６５１

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
原
稿
を
も
と
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、同
一
団
体
・
個
人
で
の
イ
ベ
ン
ト
掲
載
は
１
年
に
４
回
ま
で
と
し

ま
す
。ま
た
、会
員
募
集
は
掲
載
号
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。イ
ベ
ン
ト
、会
員
募
集
と
も
に
、

ご
自
分
で
内
容
を
確
認
し
、判
断
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
狭
山
市
ゴ
ル
フ
協
会

第
２７
回
ゴ
ル
フ
大
会

開
催
日
１１
月
２５
日
�

内
容
１８
ホ
ー
ル

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー（
新
ペ
リ
ア
方
式
、

年
長
者
上
位
）
対
象
市
内
在
住
、在
勤
、

在
学
の
か
た

定
員
１
６
０
名（
先
着

順
）
費
用
４
千
円（
参
加
費
）
※
ほ

か
に
プ
レ
ー
費
１
万
７
千
３
０
０
円
と

会
員
以
外
は
年
会
費
１
千
円
が
必
要
。

昼
食
代
な
ど
は
別
途

場
所
東
京
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ

�
１０
月
２７
日
�
ま
で
に
費

用
を
持
っ
て
同
協
会
事
務
局
・
綿
貫
好

高
さ
ん（
カ
ワ
シ
マ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
店
内
）

へ
�
９
５
２
‐
２
２
１
３

●
母
親
講
座

日
時
１０
月
２２
日
〜
平
成
１５
年
８
月
１９
日

の
毎
月
１
回
火
曜
日
、１０
時
〜
１１
時
３０

分

内
容
本
来
の
子
育
て
と
は
何
か

対
象
子
育
て
中
の
母
親

定
員
２０
名

持
参
品
筆
記
用
具

場
所
富
士
見
集
会

所

�
�
倫
理
研
究
所
・
尾
形
美
代
子

さ
ん（
費
用
は
無
料
）へ
�
９
５
８
‐
１

２
７
０

●
第
三
回
狭
山
市
謡
曲
と
仕
舞
・

つ
づ
み鼓
の
合
同
発
表
会

日
時
１０
月
１７
日
�
、９
時
３０
分
〜
１６
時

３０
分

場
所
不
老
荘

�
水
謡
会
・
山

て
る

や

本
昭
也
さ
ん
へ
�
９
５
８
‐
９
０
６
４

さ
い
じ
ょ
さ
い

●
埼
玉
女
子
短
期
大
学
彩
女
祭

日
時
１０
月
２６
・
２７
日
�
・
�
、１０
時
〜
１７

時

内
容
ド
ン
小
西
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
、縁
日
な
ど

場
所
同
大

学（
日
高
市
）
�
同
実
行
委
員
会
へ
�

０
４
２
９
‐
８６
‐
１
６
１
６

●
手
作
り
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ

ー
講
習
会

日
時
▽
１０
月
▼
２３
日
	
…
１０
時
３０
分
〜

１２
時
３０
分
と
１４
時
〜
１６
時
▼
２４
日
�
…

１８
時
３０
分
〜
２０
時
３０
分

内
容
銀
粘
土

で
ペ
ン
ダ
ン
ト
か
指
輪
を
作
る

対
象

高
校
生
以
上
の
か
た

費
用
２
千
円（
材

料
費
）
場
所
プ
リ
マ
ビ
ル
１
階（
入
間

川
）
�
薄
田
明
子
さ
ん（
１０
月
１８・１９
日

を
除
く
）へ
�
９
５
２
‐
８
４
９
７

●
四
輪
実
技
講
習
会

日
時
１１
月
１０
日
�
、９
時
〜
１５
時

内

容
車
両
感
覚
、車
庫
入
れ
な
ど

対
象

運
転
に
自
信
の
な
い
か
た

定
員
１０
名

（
先
着
順
）
持
参
品
車
両
、運
転
免
許

証
、健
康
保
険
証
、昼
食

場
所
本
田
技

研
工
業
狭
山
工
場

�
は
が
き
に
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
を
記
入

し
、本
田
技
研
工
業


安
全
衛
生
Ｂ
Ｌ
・

み
つ
と
し

千
島
美
利
さ
ん（
〒
３
５
０
‐
１
３
３

１

新
狭
山
１
‐
１０
‐
１
。費
用
は
無

料
）へ
�
９
５
５
‐
５
３
０
８

●狭山台キッカーズ・女子
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